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この文書では、 RAID （Redundant Array of Independent Disks） を使用した Cisco Unity バージ ョ ン
4.0 および Cisco Unity Bridge バージ ョ ン 3.0 の物理ス ト レージおよびディ スク構成について、推奨
されるベス ト  プラ クティ スを説明します。 この文書は、 ハード ウェアの購入と導入を計画する際
に使用してください。

この文書では、 Microsoft Windows 2000 や Microsoft SQL Server のインス トール、 または RAID に
関するベンダー固有の設定については説明していません。

目次
• RAID ス ト レージ レベルの選択 （p.1）

• RAID コン ト ローラの設定 （p.8）

• データベースの最適化 （p.8）

• RAID タイプの選択 （p.11）

• システムの容量およびパフォーマンスの計画 （p.12）

• SAN の使用 （p.13）

• その他の参考資料 （p.14）

RAID スト レージ レベルの選択

ベスト  プラクテ ィス

• Cisco Unity で使用できる各種のハード ウェア ベースの RAID ス ト レージについて調査します。

• RAID 構成の選択は、システムの規模と保存およびアクセスするデータのタイプに基づいて行
います。 Cisco Unity、 Microsoft Exchange、 および SQL Server の ト ランザクシ ョ ン ログのパ
フォーマンス、データの完全性、および信頼性を最大限に高めるには、RAID 1 を使用します。
Cisco Unity データのパフォーマンス、 データ  ス ト レージ、 およびアクセス容量を最大限に高
めるには、 RAID 1 または RAID 10 を使用します。
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RAID ス ト レージ レベルの選択
Cisco Unity のスト レージの設定

Cisco Unity の各種 RAID 構成とディ スク  ボ リ ュームの詳細を次の図に示しています。

• 小中規模の Cisco Unity の RAID 構成、 図 1 （p.4）

• 中大規模の Cisco Unity の RAID 構成、 図 2 （p.5）

システム規模の定義

表 1 に、図 1 および図 2 で使用されているシステム規模のラベルと次の製品がサポートするプラ ッ
ト フォームとの対応関係を示します。

• Cisco Unity バージ ョ ン 4.0 （バージ ョ ン 3.1(x) からのアップグレードを含む）

• Cisco Unity Bridge バージ ョ ン 3.0 （バージ ョ ン 2.0 からのアップグレードを含む）

小規模システムとは、 ユニファ イ ド  メ ッセージングのユーザ数が 499 人、 ポート数が 16 個まで
のシステムです。中規模システムとは、ユニファ イ ド  メ ッセージングのユーザ数が 2,500 人、ポー
ト数が 48 個までのシステムです。 大規模システムとは、 ユニファ イ ド  メ ッセージングのユーザ
数が 7,500 人、 ポート数が 72 個までのシステムです。

表 1 に示すとおり、 Cisco MCS プラ ッ ト フォームの一部のモデルでは、 Cisco Unity で 2 つのエン
タープライズ コ ミ ュニケーシ ョ ン構成 （ECS1 と ECS2） を使用できます。 これらのマス  ス ト レー
ジ構成は、 バイナリ、 ト ランザクシ ョ ン  ログ、 およびデータベースをそれぞれ専用の RAID アレ
イに分離するこ とによって、 プラ ッ ト フォームの入出力のパフォーマンスを最適化するよ うに設
計されています。

ECS1 プラ ッ ト フォームは、音声メ ッセージングのみを展開するために最適化されています。大容
量のハード  ド ラ イブと RAID 構成を備え、 Cisco Unity サーバでのメ ッセージの保存をサポート し
ます。 ECS1 プラ ッ ト フォームは通常、 3 つの RAID 1 アレイか、 または 2 つの RAID 1 アレイ と 1
つの RAID 10 アレイを備えています。

ECS2 プラ ッ ト フォームは、 ユニファ イ ド  メ ッセージングまたは音声メ ッセージングを展開する
ために最適化され、 メ ッセージは独立したサーバに保存されます。 ECS2 プラ ッ ト フォームは、 2
台の RAID 1 ハード  ド ラ イブを備えています。 これはオフボッ クスのメ ッセージ ス ト レージに対
応した低コス トの構成です。

サポート されているプラ ッ ト フォームの最新の一覧表については、『Cisco Unity Supported Platforms
List』 をご覧ください。
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/products_data_sheets_list.html
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RAID スト レージ レベルの選択
表 1 システム規模のラベルおよび Cisco Unity がサポート しているプラッ ト フォーム

小規模システム 中規模システム 大規模システム

プラッ ト フォーム
オーバーレイ 1

プラッ ト フォーム
オーバーレイ 2

プラッ ト フォーム
オーバーレイ 3

プラッ ト フォーム
オーバーレイ 4

プラッ ト フォーム
オーバーレイ 5

MCS-7825H-ECS1

MCS-7815I-ECS1

IBM x205

MCS-7835H-ECS1

MCS-7835I-ECS1

Dell PE2600
（プロセッサ× 1）
HP DL380-G3
（プロセッサ× 1）
HP ML370-G3
（プロセッサ× 1）
IBM x235
（プロセッサ× 1）
IBM x345
（プロセッサ× 1）

MCS-7845H-ECS1

MCS-7845H-ECS2

MCS-7845I-ECS1

MCS-7845I-ECS2

Dell PE2600
（プロセッサ× 2）
HP DL380-G3
（プロセッサ× 2）
HP ML370-G3
（プロセッサ× 2）
IBM x235
（プロセッサ× 2）
IBM x345
（プロセッサ× 2）

MCS-7855I-ECS1

MCS-7855I-ECS2

Dell PE4600
（プロセッサ× 2）
Dell PE6650
（プロセッサ× 2）
Dell PE6600
（プロセッサ× 2）
HP DL580-G2
（プロセッサ× 2）
HP ML570-G2
（プロセッサ× 2）
IBM x255
（プロセッサ× 2）

MCS-7865I-ECS1

MCS-7865I-ECS2

Dell PE6650
（プロセッサ× 4）
Dell PE6600
（プロセッサ× 4）
HP DL580-G2
（プロセッサ× 4）
HP ML570-G2
（プロセッサ× 4）
IBM x255
（プロセッサ× 4）
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RAID ス ト レージ レベルの選択
図 1 小中規模の Cisco Unity の RAID 構成
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RAID スト レージ レベルの選択
図 2 中大規模の Cisco Unity の RAID 構成

RAID スト レージ レベルに関する情報

Cisco Unity システムのデータ  ス ト レージ構成を選定するには、組織のデータ  ス ト レージ要件を満
たす RAID レベルを特定する必要があ り ます。

RAID 0
RAID 0 では、データが等サイズのブロ ッ クに分割され、 ド ラ イブ セッ ト全体に順次書き込まれま
す。 これをデータ  ス ト ラ イピングといいます。

RAID 0 では、 I/O 負荷がディ スク間で均等に共有されるので、 単一のド ライブを使用する場合に
比べてランダム I/O アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが向上します。 ただし、 RAID 0 はデータ
の冗長性を備えていないので、 データを保護するには頻繁なバッ クアップ スケジュールを厳格に
遵守する必要があ り ます。

RAID 0 はフォールト ト レラン トではなく、障害の発生したド ライブからデータを復元する方法が
ないため、 Cisco Unity では RAID 0 を実装しないこ とを推奨します。
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RAID ス ト レージ レベルの選択
RAID 1

RAID 1 は、 ディ スクの ミ ラーリ ングによって信頼性の高いデータ保護を実現します。 こ こでは、
すべてのデータが 2 台一組のディ スクのそれぞれに 1 回ずつ、 合計 2 回書き込まれます。 読み取
りは一組のド ライブのいずれか一方から行われます。

1台のディ スクに障害が発生しても、RAID コン ト ローラによって障害を起こしたディ スクの交換、
残りのディ スクの情報を使用したデータの復旧、および再ミ ラーリ ングが可能です。その間、Cisco
Unity、 Exchange、 Windows、 および SQL Server は稼働し続けます。

RAID 1 は、 あらゆる RAID レベルの中で最高のフォールト ト レランスを実現できますが、 使用す
るス ト レージ容量も最大になり ます。 通常なら 1 台のディ スクに格納するデータ量に対して 2 台
のディ スクが必要だからです。

RAID 1 構成はスケーラブルであ り、 あらゆる規模の Cisco Unity システムで問題なく使用できま
す。 RAID 1 では偶数台のディ スクが必要で、 最小構成では 2 台一組のディ スクを使用します。

一部の文献では、プライマ リ  ディ スク と ミ ラー ディ スクを別々の RAID コン ト ローラに接続して
フォールト ト レランスを高めるこ とが推奨されています。 Cisco Unity では、 お客様の必要に応じ
てそ う した構成を使用するこ と も可能です。

RAID 4

RAID 4 では、 ディ スク  アレイでのデータ  ス ト ラ イピングを使用しますが、 パリティ情報を保存
する専用のディ スクが追加されます。ディ スク障害が発生した場合は、専用ディ スク上のパリティ
情報を使用してデータの復旧が行われます。

RAID 4 のス ト ライプ サイズは、レコード全体を格納できる大きさであ り、多数の同時読み取り を
行う アプ リ ケーシ ョ ンに適していますが、 複数のデータベース更新を同時に実行する Cisco Unity
のよ うなデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンでは、 他の RAID 構成に比べて効率が低下します。 その
ため、 Cisco Unity で RAID 4 を使用するこ とは推奨できません。

RAID 5

RAID 5 は、 ディ スク  アレイでス ト ラ イプ セッ ト とパリ ティ を使用するこ とによって、 信頼性の
高いデータ保護を実現します。 パ リ テ ィ を使用する構成では、 データがブロ ッ クに細分化され、
パリティの計算が行われ、 次にス ト ラ イプのデータが各ディ スク  ド ラ イブに書き込まれます。 ド
ラ イブごとに1つのス ト ラ イプがパリティ情報用に予約され、パリテ ィは常に関連付けられたデー
タ とは異なる ド ライブに書き込まれます。

RAID 5 を使用してデータベースで読み取り動作を行う と、 1 つの I/O が発生します。 それに対し
て書き込みを行った場合は、 4 つの I/O 動作 （以前のパリ ティ情報の読み取り と以前のデータの読
み取り、 次に新しいデータの書き込みと新しいパリティ情報の書き込み） が発生します。

RAID 5 アレイでは、単一のディ スクに障害が発生しても、障害を起こしたディ スク上のデータは
他のディ スク上のス ト ラ イピングされたパリ ティ情報から復元できます。 ただし、 ある ド ラ イブ
が失われる と、 そこに格納されていたデータ とパリ テ ィ情報にアクセスできな くなるため、 デー
タベースの読み取りおよび書き込みのパフォーマンスが低下し、 障害を起こしたド ラ イブが復旧
するまで回復しません。障害を起こしたディ スクへの読み取り または書き込みを要求するたびに、
そのパリティ  グループに属する他のすべてのド ライブに対して検証プロセスが起動されるからで
す。 最初に障害を起こしたディ スクを交換してデータを復旧する前に 2 台めのディ スク障害が発
生した場合は、 2 台めのディ スクのデータが失われます。 この問題は、 ホッ ト  スペアを用意する
こ とで緩和できます（詳細については、「オンライン  スペア ド ラ イブ」 [p.7] を参照して ください）。

RAID 5 では、 1 つのアレイに 3 台以上のディ スクが必要です。 RAID 5 では最大 32 台のディ スク
を 1 セッ トにして使用できますが、 それは推奨できません。 1 つのアレイ内のディ スク数が増加
する と、 いずれかのディ スクで障害が発生する確率も増加するからです。 Cisco Unity システムで
は、 1 セッ ト あた り 3 ～ 5 台のディ スクの使用を推奨します。
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RAID スト レージ レベルの選択
RAID 5 は RAID 1 よ り も安価に実装できます。RAID 5 では、余分に必要なディ スクはアレイあた
り 1 台だけです。 これは、 フォールト ト レランスを実現するためにあらゆる RAID レベルで必要
な、 最小のス ト レージ容量です。 読み取り動作の多い環境では （特に読み取りの割合が 90% を超
える場合）、RAID 5 が使用可能で、他の RAID 構成よ り も低コス トで実装できます。そのため、 コ
ス トが重要な考慮事項となる特定の構成では、Cisco Unityのプライマ リ  データ  ス ト アと してRAID
1 よ り も RAID 5 を推奨します。

RAID 0 + 1

RAID 0 + 1 は、 RAID 0 と RAID 1 を組み合わせて機能します。データは、 2 セッ トの RAID 0 ド ラ
イブで構成された RAID 1 アレイ全体に同時にス ト ラ イピングされます。

RAID 0 + 1 は単一のディ スク障害に対してフォールト ト レラン トですが、 同一アレイ内で同時に
2 台のディ スクに障害が発生する と、 データが失われる可能性があ り ます。 ディ スク障害からの
復旧はパフォーマンスに重大な影響を与えます。 残りの ミ ラー内のすべてのディ スクが、 損傷し
たス ト ラ イプ セッ トの復元に関与するからです。そのため、RAID 0 + 1 を使用して Cisco Unity を
展開するこ とは推奨できません。

RAID 10

RAID 10 も RAID 0 と RAID 1 を組み合わせたものですが、RAID 1 ディ スク と RAID 0 のスパニン
グを使用して機能します。データは 1 つの RAID 1 ド ラ イブ セッ ト全体にス ト ラ イピングされ、次
に別の RAID 1 ド ラ イブ セッ トに ミ ラーリ ングされます。 各書き込み動作では、 データを ミ ラー
リ ングするために 2 つの物理 I/O 動作が行われます。 この方式によって、RAID 1 ド ラ イブ セッ ト
の ミ ラーリ ングによるデータ保護を実現しながら、同時に RAID 0 アレイの効率的なデータ分散を
可能にします。

RAID 10 システムで 1 台のディ スクに障害が発生した場合は、 コン ト ローラによって残りのス ト
ラ イプ セッ トへの切り替えが行われます。 通常、 システムが障害を起こしたディ スクのデータを
交換ディ スク上に復元している間、 システムのパフォーマンスが顕著に低下するこ とはあ り ませ
ん。 RAID 10 は、 複数のディ スク障害の同時発生に対してフォールト ト レラン トです （ディ スク
障害が複数発生しても、 それらが同一ミ ラー内のディ スクでないかぎ り、 データが失われるこ と
はあ り ません）。復旧はド ライブおよびミ ラーを交換するだけで済み、 その間、 アレイの他のディ
スクは機能し続けます。

物理ディ スクの数が同じなら、 RAID 10 は RAID 5 の 4 倍の速度で動作します。 ディ スク  ド ラ イ
ブの数が増える と、 I/O の能力も正比例して増加します。 読み取り動作はプライマ リ  ド ラ イブで
も ミ ラー ディ スクでも実行できるので、 I/O の増加と と もに複数の読み取り動作を同時に実行す
る頻度が増し、 ド ラ イブ セッ トは全体と して高速になり ます。

Exchange が Cisco Unity サーバにインス トールされていない場合は、 すべてのディ スクを RAID 1
で構成するこ とを推奨します。 Exchange が Cisco Unity サーバにインス トールされている場合は、
最初の 2 つのディ スク  アレイを RAID 1 で構成し、 3 つめのディ スク  アレイを RAID 10 で構成す
るこ とを推奨します。

オンライン スペア ド ライブ

ホッ ト  スペアと も呼ばれるオンライン  スペア ド ラ イブによって、 システムのフォールト ト レラ
ンスを一層強化できます。オンライン  スペア ド ラ イブは、RAID 1 アレイ と RAID 5 アレイの両方
に追加できます。 1 台のド ライブに障害が発生する と、 RAID コン ト ローラによって、 ただちに障
害の起きたド ラ イブのデータの復元が開始され、オンライン  スペア ド ラ イブに格納されます。 ま
た、 RAID コン ト ローラは新しいデータについては直接オンライン  スペア ド ラ イブに保存するた
め、 システムの I/O パフォーマンスに対する復旧動作の影響は最小限に抑えられます。
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RAID コン ト ローラの設定
RAID コン ト ローラの設定

ベスト  プラクテ ィス

• RAID コン ト ローラが 1 つだけの場合は、 データベース  ド ラ イブのリード  キャ ッシュではな
く、 ト ランザクシ ョ ン  ログのライ ト  キャ ッシュを有効にします。 シスコが提供しているサー
バでは、 ライ ト  キャ ッシュが無効になっているこ とに注意して ください。

• Cisco Unity サーバで Uninterruptible Power Supply （UPS; 無停電電源装置） を使用します。

RAID コン ト ローラに関する情報

ほとんどの RAID コン ト ローラは、 リード  キャ ッシュ、 ラ イ ト  キャ ッシュ、 またはその両方をサ
ポートするよ うに設定できます。コン ト ローラの設定ではリード  キャ ッシュ と ラ イ ト  キャ ッシュ
の比率を 50:50 にするのが一般的で、 これは Cisco Unity にも適しています。

RAID 5 を使用する場合、 ラ イ ト  キャ ッシュによって処理のオーバーヘッ ドの増加を抑制できま
す。 ただし、 ディ スクの速度は、 書き込み時の負荷に対応できる必要があ り ます。 書き込みト ラ
ンザクシ ョ ンの数がディ スクでサポートできる数を超えた場合、 ライ ト  キャ ッシュは発生し、 読
み取り動作の速度も影響を受けます。

ラ イ ト  キャ ッシュ  ディ スク  コン ト ローラを使用する と、 SQL Server のパフォーマンスも向上し
ます。 ただし、 そのためにはコン ト ローラ とディ スク  サブシステムが、データ  ク リ ティカルな ト
ランザクシ ョ ン Relational Database Management System （RDBMS; リ レーシ ョナル データベース管
理システム） 環境での使用を想定した、 特別な設計となっている必要があ り ます （Cisco Unity シ
ステムで使用する前に、 この点をハード ウェア ベンダーに確認してください） 。 シスコが提供し
ているサーバでは、ライ ト  キャ ッシュがデフォルトで無効になっているこ とに注意して ください。

ページ書き込みト ランザクシ ョ ンは、 完全に適用されるか、 または完全にロールバッ ク される最小
の作業単位です。 SQL Server でデータ変更を行う と、 2 つの論理ページ書き込みト ランザクシ ョ ン
が発生します。1 つはト ランザクシ ョ ン ログ、も う 1 つはデータベース自体に対するものです。SQL
Server は、 ト ランザクシ ョ ン ログに対してほとんど即座に書き込みを行いますが、 データベースへ
の書き込みト ランザクシ ョ ンを収集し、管理するために独自のキャ ッシュ  バッファ  システムを使用
します。 ト ランザクシ ョ ン ログへの書き込みはデータベースへの書き込みの前に発生するため、 ト
ランザクシ ョ ン ログは先行書き込みログと呼ばれるこ と もあ り ます。ライ ト  キャ ッシュを実行する
RAID コン ト ローラは、 SQL Server のページ書き込みト ランザクシ ョ ンを中断させ、 それらをハー
ド ウェア キャ ッシュにバッファしてページ書き込みを管理するこ とによ り、ディ スクのパフォーマ
ンスを最大限に高めます。 リード  キャ ッシュ と ラ イ ト  キャ ッシュの比率を調整する場合、 単一の
パーティシ ョ ンを使用する構成ではライ ト  キャ ッシュが 100% になるよ うに設定します。

リード  キャ ッシュは通常、 多数のシーケンシャル読み取り を実行するアプリ ケーシ ョ ンで使用し
ます。 リード  キャ ッシュは、 Cisco Unity のよ うなランダム  リード  アプ リ ケーシ ョ ンでは何のメ
リ ッ ト もあ り ません。

データベースの最適化

すべてのシステムに適用できるベスト  プラクテ ィス

• ト ランザクシ ョ ン  ログとデータベース  ファ イルを別々のディ スクに物理的に分離します。

• ト ランザクシ ョ ン  ログ専用に高性能のディ スクを割り当てます。

• データベースには専用のボ リ ュームを使用します。これは RAID 5 のパーティシ ョ ンでは特に
重要です。
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データベースの最適化
• 1 台のディ スクをまるごとページファイル専用に割り当てる必要はあ り ません。ページファ イルは
オペレーティング システムのド ライブで問題なく機能し、 Cisco Unity サーバの場合はシステム ド
ラ イブに置いておく必要があ り ます。ページファイルを別の場所に移動する場合は、オペレーティ
ング システムのクラ ッシュ  ダンプ機能を維持するために第 2 のページファ イルを作成します。

• Exchange データベースのパーティシ ョ ンには、 常に FAT ではなく NTFS を使用します。 これに
は、情報ス ト ア データベース と ト ランザクシ ョ ン ログを格納したパーティシ ョ ンが含まれます。

• 低遅延を保つために十分な数のディ スク  ド ラ イブを使用します。

• ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルに使用するすべてのディ スクに、ト ランザクシ ョ ン  ログの通
常の書き込み動作だけでなく、それに加えて発生する読み取りにも対応できる I/O 処理能力が
あるこ とを確認します。

• SQL Server データベースでは圧縮ファイルを使用しません。 圧縮ファ イルはサポート されて
いません。

• Temp.db データベースは、 ほとんどの場合、 データ と同じ場所に置く こ とができます。

• 新しいド ライブをディ スク  アド ミ ニス ト レータでフォーマッ トする と きは、 アロケーシ ョ ン
ユニッ ト  サイズと して 64 KB を使用します。

• ト ランザクシ ョ ン ログを専用のミ ラーに移動してから、 Exchange をバッ クアップします。

• システム バッ クアップの際にフル バッ クアップを実行しない場合は、循環ロギングをオンに
します。 常にフル バッ クアップを実行する場合は、 循環ロギングをオフにして柔軟なバッ ク
アップ スケジュールを設定できます。 循環ロギングの詳細については、 「Exchange での循環
ロギング」 （p.11） を参照して ください。

Cisco Unity サーバ （Active Directory、 Exchange Directory、 Exchange Information Store、 ローカルの
Cisco Unity サーバに関連付けられた Exchange メールボッ クス、 SQL Server、 および System State
を含む） のバッ クアップは、データ  ファ イルまたはログ ファ イルと同一のディ スクには保存しな
いよ うにします。 可能な場合、 バッ クアップにはネッ ト ワーク上の他の場所を使用します。

Cisco Unity サーバのバッ クアップの詳細については、『Cisco Unity Maintenance Guide』 の 「Backing
Up and Restoring a Cisco Unity System」 の章を参照して ください。
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_maintenance_guides_list.html

Cisco Unity、SQL Server、およびExchangeのデータベースに関する情報

データベースの概要

Exchange の情報ス ト アは、 2 つの個別のデータベースで構成されています。 プライベート情報ス
ト アは、 新規インス トールの際に Priv.edb と して作成され、 ユーザ メールボッ クス内のデータが
格納されます。 パブ リ ッ ク情報ス ト アは、 新規インス トールの際に Pub.edb と して作成され、 パ
ブ リ ッ ク  フォルダ内のデータが格納されます。これらのデータベース  ファ イルのアクセス  パター
ンは、 ランダム読み取りが約 60%、 ランダム書き込みが約 40% です。

データベース  ファ イルの基本単位は、 データベース  ページです。 SQL Server のほとんどの I/O 処
理は、データベース  ページのレベルで行われます。各データベース  ページのサイズは 8 KB です。
1 つのエクステン トは 8 つの連続するページからな り、 SQL Server オブジェク ト （テーブルやイ
ンデッ クスなど）のアロケーシ ョ ン  ユニッ ト とな り ます。NTFS のアロケーシ ョ ン ユニッ トは 256
ページで構成され、 ス ト レージの単位と しては最大です。

読み取りはアプ リ ケーシ ョ ン  プロセスによって行われ、 複数の読み取り をデータベースに対して
直接同時に実行できます。 書き込みは、 アプ リ ケーシ ョ ンがデータベースに対して直接行うわけ
ではあ り ません。 書き込みはキャ ッシュに送られ、 次に独立したバッ クグラウンドのデータベー
ス  プロセスによって実行されます。 このプロセスは、 新しいデータの追加や不要なデータの削除
を行います。書き込み動作は通常、 ト ランザクシ ョ ン  ログ ページについては連続的に発生し、他
のタイプのデータについては非同期バッチと して定期的に実行されます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルは一連のファ イルで構成され、メモ リ内のデータがディ スクに書
き込まれたあとだけでなく、 書き込まれる前にも、 それらのデータに対するセーフティ  ネッ ト と
な り ます。 データベースに変更が加えられる と、 ト ランザクシ ョ ンのレコードが ト ランザクシ ョ
ン ログに書き込まれるため、 その ト ランザクシ ョ ンはシステム障害が発生した場合でも再実行で
きます。 ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イルのサイズは限られており、 ファ イルが最大サイズに達す
る と、 Exchange によって新しいログ ファ イルへの切り替えが行われ、 追跡できるよ うにジェネ
レーシ ョ ン番号が割り当てられます。
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データベースの最適化
データベース システム

Online Transaction Processing （OLTP; オンライン  ト ランザクシ ョ ン処理） システムには、 大量のデー
タが格納されます。新しいレコードが恒常的に追加され、データは多数のユーザによって同時にアク
セスされます。 I/O 動作は通常、 ト ランザクシ ョ ン ログを除く と書き込みよ り も読み取りの割合が大
き くな り ます。 データベース  ロ ッ クの時間が短いため、 ロ ッ クの競合はあま り発生しません。 Cisco
Unity システムでの OLTP データ  アクセスの例と しては、 Cisco Unity Administrator を使用した加入者
情報の検索、呼処理、 メ ッセージ通知、配信リ ス トの使用、および Cisco Unity Assistant と Cisco Unity
Inbox の使用などがあ り ます （バージ ョ ン 3.1 以前では、 Cisco Unity Assistant は ActiveAssistant [AA]
と呼ばれ、 Cisco Unity Inbox は Visual Messaging Interface [VMI] と呼ばれていました）。

Decision Support System （DSS; 意思決定支援システム） では、 OLTP システムから収集されたデータ
が格納され、複数の同時クエリーが処理されます。DSS システムの I/O 動作は大部分がデータベース
のランダム読み取りで占められ、 複雑または長大なクエ リーの場合は長時間のデータベース  ロ ッ ク
が発生します。Cisco UnityシステムでのDSSデータ  アクセスは、レポート を実行する際に発生します。

シーケンシャル I/O とランダム I/O
I/O タスクの実行に要する時間は、そのタスクがランダムまたはシーケンシャルのどちらであるか
によって変わり ます。ランダム I/O は、シーケンシャル I/O に比べて完了するまでの時間が長くな
り ます。 ランダム I/O の実行で費やされる時間の大部分はシーク時間、 つま りディ スクのさまざ
まな部分にあるデータの検索にかかる時間だからです。 Windows のパフォーマンス  モニタは、 1
秒間に生成される I/O 動作の数を測定するのに役立つ場合もあ り ますが、 フォールト ト レランス
によって生成される I/O の追加分はカウン トできません（書き込み数は RAID 1 または RAID 10 使
用時は 2 倍、 RAID 5 使用時は 4 倍）。

シーケンシャル I/O はパフォーマンスに優れています。 データがハード  ディ スク盤全体に分散し
て非シーケンシャルな位置にある場合は、 ハード  ディ スクがディ ス ク  アームを移動させる時間
（シーク時間）、 およびリード / ライ ト  ヘッ ドを回転させてデータの位置付けを行う時間 （回転待
ち時間） がかな り長くな り ます。 データがハード  ディ スク盤の 1 つの連続した物理セクシ ョ ンに
並んでいる場合は、 ディ スク  アームと リード / ライ ト  ヘッ ドは最小限の移動量で必要なディ スク
I/O を実行できます。 ほとんどのハード  ディ スクで、 シーケンシャル動作を処理するパフォーマ
ンスは、 非シーケンシャル動作を処理する場合に比べて 2 倍になり ます。

シーケンシャル I/O では、 9 GB のディ スク  ド ラ イブで目立った遅延効果なしに毎秒 200 I/O を実
行するこ とが可能です。 一方、 テス トの結果による と、 ランダム I/O 動作には毎秒 75 ～ 80 I/O の
上限を設定する必要があ り ます。

64 KB のデータの読み取り または書き込みに要する時間と、 8 KB のデータの読み取り または書き
込みに要する時間はほぼ同じなので、 転送バイ ト数を大き く した方が有利です。 SQL Server のイ
ンデッ クス  ページのデータ  サイズは 8 KB です。 ログ マネージャは、可能な場合は常に 32 KB 単
位でシーケンシャル書き込みを実行します。大量のデータを検索する必要がある場合、SQL Server
は 64 KB I/O で先読みを実行します。

RAID コン ト ローラは、データの読み取りおよび書き込みを 16 ～ 128 KB のスライスに分割し、RAID
アレイを構成しているすべてのディ スクに分散します。 物理ド ラ イブ全体にデータを分散する と、
作業負荷が均等に分配され、 I/O のパフォーマンスが向上します。 I/O を不均等に分配する と一部の
ディ スクがボ トルネッ クになるのに対して、 全ディ スクの駆動状態が均等化されるためです。

シーケンシャル アクセス データの分離

3 つのデータベース動作、 ト ランザクシ ョ ン  ログの書き込み、 データベースに対するバルク  アッ
プデート、 およびバッチ レポートは、 主と してシーケンシャルにな り ます。 Cisco Unity システム
では、 ト ランザクシ ョ ン  ログがシーケンシャル I/O 動作の大部分を占めます。たとえば、Microsoft
SQL Server の ト ランザクシ ョ ン ログでは、 I/O はほぼすべてシーケンシャル書き込みなので、 専
用のディ スク  ド ラ イブ セッ ト上に分離するこ と も考えられます。そ うすれば、 ト ランザクシ ョ ン
ログ ファ イルを格納したディ スクは効率的に ト ランザクシ ョ ン  ログの書き込み動作を実行でき、
他の非シーケンシャルな I/O 要求によって中断されるこ とはあ り ません。
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RAID タイプの選択
ト ランザクシ ョ ン ログはかなりのサイズまで拡張する場合があ り ますが、 1 つの物理ディ スク全
体を排他的に使用する必要はなく、 あま り使用されない他のファイルとディ スク  スペースを共有
できます。

Cisco Unity の加入者データベースに対するバルク  アップデートは、 通常、 システムを最初に設定
したと きに実行され、 その後は使用率の低い時間帯に実行されるよ うに計画できます。 バッチ レ
ポート も使用率の低い時間帯に実行されるよ うにスケジューリ ングできます。 したがって、 バル
ク  アップデート とバッチ レポートは、Cisco Unity システムでシーケンシャル I/O を分割する う え
で重要な考慮事項ではあ り ません。

Exchange での循環ロギング

Exchange 5.5 と Exchange 2000 では、 データが Jet データベースに保存されます。 カレン ト  ト ラン
ザクシ ョ ンは、 ほとんどが Edb.log ファ イルに保存されます。 Edb.log ファ イルのサイズが 5 MB
に達する と、 Exchange はファイル内の最も古い ト ランザクシ ョ ンがデータベースに対してコ ミ ッ
ト済みになっているかど うかを確認します。 コ ミ ッ ト済みになっていれば、 それらの古い ト ラン
ザクシ ョ ンは新しい ト ランザクシ ョ ンで上書きされるため、 Edb.log ファ イルのサイズが 5 MB を
超えるこ とはあ り ません。 ただし、 Exchange はデータベースに対してコ ミ ッ ト されていない ト ラ
ンザクシ ョ ンは一切上書きしません。 このプロセスを循環ロギングといいます。 循環ロギングが
有効になっている場合は、 Exchange のフル バッ クアップが必要です。

循環ロギングが無効になっている と きに Edb.log フ ァ イルのサイズが 5 MB に達した場合は、
Exchange によって同じ名前の新しいログ ファ イルが作成され、アクティブでなくなったファ イル
は名前が変更されます。 ログ ファ イルの数はト ランザクシ ョ ンのロギング数が増えるにしたがっ
て増加し、 システムはバッ クアップが完了するまで新しいログ ファ イルの作成を続けます。 循環
ロギングを無効にした場合は、 Exchange のバッ クアップを実行する必要があ り ます。 放置する と
ト ランザクシ ョ ン ログによってディ スクが満杯になる恐れがあ り ます。バッ クアップ スケジュー
ルを設定して定期的にフル バッ クアップを行い、 その他の期間は常に増分バッ クアップを行う と
い う方式を推奨します。

Exchange のバッ クアップを行わない場合は、 循環ロギングを無効にしないでください。 循環ロギ
ングを無効にする場合は、 継続してバッ クアップを実行し、 何らかの理由でバッ クアップを停止
するこ とがないよ うにする必要があ り ます。 バッ クアップを行わなければ、 ト ランザクシ ョ ン  ロ
グによってハード  ディ スクが満杯になる恐れがあ り ます。ディ スクが満杯になる と Exchange の機
能が停止し、 さ らに Cisco Unity の機能も停止する可能性があ り ます。

RAID タイプの選択

ベスト  プラクテ ィス

ハード ウェア RAID のみを使用します。 ソフ ト ウェア RAID は、 Cisco Unity システムでは使用で
きません。

ハードウェア RAID とソフ トウェア RAID の比較に関する情報

ソフ ト ウェア ベースの RAID 実装に比べてハードウェア ベースの RAID 実装には利点が多く、この
こ とはハード ウェア RAID が Cisco Unity の実装方式になっている理由を理解する うえで重要です。

ソフ ト ウェア ベースの RAID は、オペレーティング システムとアプ リ ケーシ ョ ン固有のコンポー
ネン トが必要なため複雑であ り、 処理や保守に対するオーバーヘッ ドが増加します。 ソフ ト ウェ
ア RAID エンジンは、 すべての I/O 要求を処理し、 CPU リ ソースをアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネ
ン ト と共有する必要があ り ます。 データ処理および物理メモ リ とのデータ転送が増加するため、
大量の CPU リ ソースが消費され、 システム パフォーマンスが低下する恐れがあ り ます。
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システムの容量およびパフォーマンスの計画
ハードウェア ベースの RAID は、オペレーティング システムやアプリ ケーシ ョ ンから完全に独立して
います。 RAID ファームウェアは固有の専用プロセッサで実行されるので、 アプリ ケーシ ョ ン CPU を
共有する必要はあり ません。 これによ り、アプリ ケーシ ョ ン CPU でアプリ ケーシ ョ ン動作を実行しな
がら、 RAID アレイ  アダプタのプロセッサでディ スク I/O とフォールト ト レランスを同時に管理する
こ とが可能になり ます。 RAID のハードウェアまたはファームウェアで異常が発生しても、 通常、 ア
プリ ケーシ ョ ン CPU は動作を継続でき、システム管理者には異常を通知します。Cisco Unity サーバが
不測の事態のためにクラ ッシュした場合でも、ハードウェア ベースの RAID では、加入者データ と ト
ランザクシ ョ ン データはミ ラーリ ングやパリティを使用して保護され、 失われるこ とはあ り ません。
RAIDバッテ リ  バッ クアップ モジュールはキャッシュの一貫性を維持し、未処理の操作を完了します。

上記の理由から、 ソフ ト ウェア RAID は Cisco Unity システムではサポート されていません。

システムの容量およびパフォーマンスの計画

ベスト  プラクテ ィス

• 余裕のある規模にします。システムの規模の決定については、『Cisco Unity Supported Platforms
List』 を参照して ください。
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/products_data_sheets_list.html

• ディ スクの空き容量とデータベースの拡張速度を継続的に監視します。

• Cisco Unity CPU での 1 秒あたりのコンテキス ト  スイ ッチ回数、および 1 秒あたりのプロセッ
サ割り込み発生回数を監視し、 システム パフォーマンスのボ トルネッ クになる要因を調べる
う えでの指標と します。

• ディ スク  キューの値を 2 未満に保つよ うにします。

• SQL Server の ト ランザクシ ョ ン  ログは、 自動拡張に設定します。 ただし、 拡張する必要のな
いサイズにします。

• ユーザあたりのス ト レージ割り当ては 20 ～ 30 分に指定し、 管理します。 Cisco Unity はコー
デッ クに依存しています。 コーデッ クに伴う ス ト レージへの影響の詳細については、 『White
Paper:Audio Codecs and Cisco Unity』 を参照して ください。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_unity/whitpapr/codecs.htm

• Exchange はアクティブ パーティシ ョ ンにはインス トールしません。アクティブ パーティシ ョ
ンが満杯になった場合、 Windows 2000 と Cisco Unity が動作できな くな り ます。

データベースの計画に関する情報

ディスクのフラグメンテーシ ョ ン

ハード  ディ スクへのメモ リ  ページングの影響を抑制するため、Cisco Unity ボ リ ュームでのフラグ
メンテーシ ョ ンを定期的にチェッ ク します。フラグメンテーシ ョ ンの合計が 10% を超えているか、
または Cisco Unity のファ イルで過度なフラグメンテーシ ョ ン （500 を超えるフラグメン ト ） が発
生している場合は、 そのボ リ ュームでデフラグを実行するこ とを推奨します。

ト ランザクシ ョ ン ログのサイズ決定

最適なサイズは、 復旧方式、 ロギングされるデータベース動作のレベル、 および定期バッ クアッ
プの間隔に基づいて決ま り ます。 ト ランザクシ ョ ン  ログが頻繁に拡張する場合、 パフォーマンス
に影響が出る可能性があ り ます。

ディ スク容量の 80% 以上が占有される と、 パフォーマンスは大幅に低下します。 ディ スクが満杯
になる と、 データベースが拡張できな くな り、 Cisco Unity は停止します。
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SAN の使用
信頼性の計画

Cisco Unity システムでは、 コス トが大幅に増加するだけで、 信頼性をそれほど向上させないもの
もあ り ます。たとえば、Cisco Unity の Adapter Fault Tolerance モードでは冗長 NIC を使用するこ と
ができます。 また RAID コン ト ローラに冗長電源装置を装備するこ と も可能です。 しかし、 冗長
RAID コン ト ローラは多くの場合、高価なわりに信頼性があま り向上しないので、装備するに値し
ません。

ログおよびファイルの移動

データベース計画の一部と して、 現在ページング ファ イルを格納しているディ スク よ り も高速の
新しい RAID 1 アレイを導入して、 Windows のページング ファ イルを移動できます。 また、 SQL
または MSDE データベースと ト ランザクシ ョ ン  ログを移動するこ と もできます。Cisco Unity デー
タベースと Reports データベースを再配置する場合、両データベースを同時に移動する必要はあ り
ません。

Cisco Unity の ト レース  ログと Unity Messaging Repository （UMR） も再配置できます。 ト レース  ロ
グ、 UnityMta （ス ト レージ）、 および Failed （配信不能メ ッセージ） ディ レク ト リ を移動する場合、
ト レース  ログと UMR を同時に移動する必要はあ り ません。

Cisco Unity のデータベース、 ログ、 およびフ ァ イルの再配置の詳細については、 『Cisco Unity
Installation Guide』 Release 4.0(4) の 「Preparing for the Installation」 の章にある 「Determining the Drive
Locations for Files on the Cisco Unity System」 を参照して ください。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_unity/unity40/inst/inst404/ex/index.htm

データ  ス ト ア データベース と ト ランザクシ ョ ン  ログ フ ァ イルの移動方法については、 『Cisco
Unity Installation Guide』 Release 4.0(4) の 「Installing and Configuring Cisco Unity Software」 の章にあ
る 「Moving the Data Store Databases and Transaction Log Files」 を参照して ください。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_unity/unity40/inst/inst404/ex/index.htm

SQL Server データベースの移動の詳細については、 Microsoft のサポー ト 技術情報 （Microsoft
Knowledge Base） の文書番号 224071 を参照して ください。 Exchange 2000 データベースの移動の
詳細については、 Microsoft のサポート技術情報の文書番号 257184 および 155761 を参照して くだ
さい。 いずれかのタイプのデータベースを移動するにあたって、 その他の情報が必要な場合は、
TAC にご連絡ください。

SAN の使用
Storage Area Network （SAN; ス ト レージ エ リ ア ネッ ト ワーク） は、 ネッ ト ワーク  アプ リ ケーシ ョ
ンおよびデータに対応したフォールト ト レラン ト  ス ト レージの一つです。SAN ソ リ ューシ ョ ンは
通常、ス ト レージのデータ容量の要件が 5 テラバイ ト を超えるよ う な、非常に大規模なネッ ト ワー
クで使用します。SAN は通常、ファ イバ チャネルとファ イバ スイ ッチを使用してアプ リ ケーシ ョ
ン サーバに接続し、既知の各種攻撃に耐えられる独立したネッ ト ワークで中央集中型のデータ  ス
ト レージを実現します。 また SAN では、バッ クアップと復元を簡単に管理でき、バッ クアップ ト
ラフ ィ ッ クをデータ  ネッ ト ワークから分離できます。コス トに見合う効果が得られる場合は、SAN
は複数の RAID アレイでスケーラビ リ ティ を拡張できます。

Cisco Unity システムでは、 このよ う なレベルのス ト レージ容量は必要あ り ません。 SAN はアク
ティブ / アクティブ Exchange ク ラスタを構成する一部の実装で使用できますが、 Cisco Unity で使
用する場合に推奨される SAN のパフォーマンス と規模については、 このホワイ ト  ペーパーの対
象範囲外です。

また Cisco.com には、 シスコのス ト レージ ルータを使用して SAN の実装を補完する方法につい
て、 お役に立つ参考資料が多数ございます。
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その他の参考資料
その他の参考資料
一般に受け入れられる RAID レベルを定義し、 ユーザを教育するため、 1992 年に RAID Advisory
Board が設立されました。 RAID Advisory Board では、 ベンダーとユーザ双方にとってのリ ソース
となる Web サイ ト を運営しています。

CCSP、 Cisco Square Bridge のロゴ、 Cisco Unity、 Follow Me Browsing、 FormShare、 StackWise は、 Cisco Systems, Inc. の商標です。 Changing
the Way We Work, Live, Play, and Learn、 iQuick Study は、 Cisco Systems, Inc. のサービスマークです。 Aironet、 ASIST、 BPX、 Catalyst、 CCDA、

CCDP、 CCIE、 CCIP、 CCNA、 CCNP、 Cisco、 Cisco Certified Internetwork Expert のロゴ、 Cisco IOS、 Cisco Press、 Cisco Systems、 Cisco Systems
Capital、Cisco Systems のロゴ、Empowering the Internet Generation、Enterprise/Solver、EtherChannel、EtherFast、EtherSwitch、Fast Step、GigaDrive、
GigaStack、HomeLink、 Internet Quotient、 IOS、 IP/TV、 iQ Expertise、 iQ のロゴ、 iQ Net Readiness Scorecard、LightStream、Linksys、MeetingPlace、
MGX、Networkers のロゴ、Networking Academy、Network Registrar、Packet、PIX、Post-Routing、Pre-Routing、ProConnect、RateMUX、Registrar、
ScriptShare、 SlideCast、 SMARTnet、 StrataView Plus、 SwitchProbe、 TeleRouter、 The Fastest Way to Increase Your Internet Quotient、 TransPath、
VCO は、 米国および一部の国における Cisco Systems, Inc. または関連会社の登録商標です。

このマニュアルまたは Web サイ トで言及している他の商標はいずれも、 それぞれの所有者のものです。 「パートナー」 とい う用語を使用し

ていても、 シスコシステムズと他社とのパートナー関係を意味するものではあ り ません。 （0406R）
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